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新世代のための月間に寄せて  
国際ロータリー第 2560 地区   2014-15 年度  

ガバナー   佐々木   昌敏  

  

みなさん   こんにちは！  

  

   日頃は2560地区のため、ご活躍いただきまして、

感謝いたしております。なかでも、新しい仲間を増

やすこと会員増強にご尽力賜りほんとうにありが

とうございます。お陰様で、新年度に入り、会員は

順調に増えております。実りの秋10月は地区大会

です。その頃には各クラブの目標を大旨達成してさ

わやかな笑顔でお会いいたしましょう。楽しみにい

たしております。  

  

   さて、9月は新世代のための月間であります。この地球上の全ての生とし生け

るものは次世代へのバトンタッチに全身全霊を傾注しております。われわれ人

間様とて同じことと思います。しかし、世界の情勢、日本の現状からみて、果

たしてうまくバトンタッチできるでしょうか。ロータリーは、次世代の健全な

育成に高い関心を寄せて、高度の奉仕プログラムを用意・実行しながら、世界

平和を願い、求めているのであります。  

  

   9月は、青少年交換、ライラ研修、財団、米山、ローターアクト等のプログラ

ム目白押しのときでありますが、今年はさらに、10月12日「ロータリーデー」

を実施いたします。新潟中越地震で被災した山古志村にロータリアン、そのフ

ァミリー、そしてローテックス、米山学友たちが一堂に会して、ブナの木植栽、

植林、稲刈り、あるいはアルパカと遊び、闘牛を観戦する。動物、植物に直接

ふれて、生きること、育てることの喜びを知る体験のときとしようとしていま

す。  

  

   さらに、10月の地区大会では、いじめ問題第1人者、水谷修氏を招いて記念

講演を予定しております。新潟県はいま「いじめゼロ県民運動」の最中であり、

教育関係者、父兄、青少年の皆さんにとって、関心の高いプログラムとなるこ

とを期待しております。健全な青少年の育成と関心は、これからのロータリー

にとって最大の課題と思われます。  

  

それでは   ごきげんよう。  
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新世代のための月間に寄せて 
国際ロータリー第 2560 地区青少年奉仕委員長 

髙坂光一（高田 RC）  

  

   今月は年齢30歳までの若い人、すべてを含む新世

代の育成を支援するロータリー活動に、焦点を当てる

月間です。     

  

   クラブと地区は、新世代の基本的ニーズ、すなわち

健康、人間の価値、教育、自己開発を支援するプロジ

ェクトに着手するように要請されています。  

  

RI では 2010年の規定審議会に於いて「新世代奉仕」をロータリーの第五奉

仕部門とし、更に2013年に呼び方をそれまでの「新世代奉仕」から「青少年

奉仕」に変え、現在に至っています。その活動目的は「指導力養成活動」、「社

会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プロジェクトへの参加」、「世界平和と異文

化の理解を深め育む交換プログラムを通じて、青少年ならびに若者によって、

好ましい変化がもたらされることを認識するものである」と規定されています。  

  

   本年度、第 2560 地区青少年奉仕委員会は「インターアクト」「ローターア

クト」「ライラ」「青少年交換」の四委員会で構成され、各委員会でRI の活動目

的達成に向けた事業を計画しています。地区内 56 クラブにおかれましては、

本委員会事業に対しご理解ご協力を賜り、積極的に関与していただくようお願

いいたします。  

  

   その他にも、薬物乱用・アルコール過飲による弊害対策、エイズ問題等も挙

げられます。各クラブにおかれましては、地区事業へのご理解ご協力に留まら

ず、地域社会の若者全体に対し、継続的に強い関心・深い理解・寛容の精神を

持って接していただき次世代の育成に努められることを重ねてお願い申し上げ

ます。  
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夏期交換学生壮行会 
国際ロータリー第 2560 地区青少年交換委員長 

横山   亘（高田東RC）  

  

   さる8月4日にANAクラウンプラザホテル新潟にて、２０１４年度の夏期交換学生壮行会

が行なわれました。冒頭、佐々木ガバナーと山本ガバナーエレクトより激励と期待のご挨

拶で開会し、また派遣学生の自信に満ちた決意表明と、そのご家族の応援のメッセージを

全員に発表していただきました。メンバーと学生、ご家族同士の交流が大変盛り上がり、

時間がすぐに過ぎたように感じられました。  

     

   夏期交換プログラムは、将来、国際理解と平和のために寄与してくれる若者を育てる目

的で19歳以下の高校生、大学生、専門学校生を夏休みの期間３週間ドイツへ派遣するプロ

グラムです。２５６０地区としては、毎年、ドイツの１８１０地区と交換をしており本来

であれば、ドイツからの夏期交換学生をホームステイで受入れる交換プログラムですが、

本年はドイツ地区の交換ルールが変更となり、手続きの行き違いでドイツ学生の受け入れ

が叶いませんでした。本年度は当地区より１８１０地区へ３名の派遣のみとなりました。  

   青少年交換委員会としては、夏期交換学生決定から派遣当日まで数回のオリエンテーシ

ョン並びに妙高キャンプセミナーを開催実施してまいりました。この目的は、夏期交換学

生に短期交換の主旨目的とホームステイのあり方を学ぶために行っております。交換学生

にはこのプログラムが単なる海外旅行研修とは異なり、ロータリーの国際親善大使として

の使命を担っているということをしっかりと個人で認識し、行動しなければならないと教

えています。  

     

   ホームステイによって外国の習慣や歴史について学び、異文化を直接体験することで、

世界観を広げ、自分自身と自国の文化について理解を深める。そして留学国の学生とも知

り合いになり生涯にわたる友情を築き、青年時代の心に残る思い出をつくって頂きたいと

考えております。このように委員会では、派遣学生には時に厳しく派遣交換の課題や厳格

なルールをしっかりと指導しているのです  

  

   この派遣前の研修を通して、派遣学生が少しずつ成長して来ることを我々は肌で感じる

ことができます。人前ましてや他国の人の前でプレゼンやスピーチをすることは日本では、

あまり機会がないかもしれません。最初は他国の言葉で、自分の意思や想いを伝えること

の難しさに戸惑う学生もいますが、この事前研修で何度もトレーニングすることで、笑顔

で人と接しられるようになりました。これは学生達の不安から自信に大きく変わった成長

の部分と感じています。  

  

   翌日、空港での出発式では学生たちは、希望と期待に溢れた最高の笑顔を私達に見せて

くれました。委員長の私として挨拶で述べたことは、もう難しい言葉はありません。  
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彼らに送ったメッセージは「準備は終わった、何も心配はいらない。後は精一杯楽しんで

行ってきなさい」と言うだけでした。出発ロビーで彼らと握手をしたとき、握り返された

その力強さに感動すら覚えました。  

  

   8月19日に彼らは帰国いたします。その時は日本を出国する前の彼らとは、きっと違っ

ていると思います。その思い出一杯の帰国報告を楽しみに待ち、彼らの成長を見届けたい

と思っています。  

  

  

  

【国際ロータリー青少年交換の目的】  

ホームステイを通して、言葉や文化、習慣の全く異なる外国での生活を体験することによ

り、それらを理解し国際感覚を身に付け、将来の国際相互理解と世界平和の推進に役立つ

ことをロータリーでは願っているのです。  
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入会1年～3年会員研修  
国際ロータリー第2560地区クラブ奉仕委員長  

吉田武彦（小千谷RC）  

 

ロータリークラブに入会したのに、ロータリーの基礎知識を知ることもなく、奉仕の喜

びも、奉仕できる幸せにも気付くことなく、クラブを脱会する人が見られます。入会 3年

以内の方々を対象として、「末永くロータリーライフを楽しみ、豊かな人生を」との佐々木

ガバナーの思いから 7月 26日 JA越後おぢやグリーンパークに於いて地区内 40クラブ 108

名・地区役員 9名の参加を得て本研修を開催致しました。 

 

佐々木ガバナーの開会挨拶に続き鈴木重壱地区研修リーダーより研修への期待について

挨拶をいただきました。研修の前半では、各分区代表の 7名の方々から「ロータリーの感

動を語ろう」と題してショートスピーチをいただき、人との出会いの機会としてのロータ

リーの素晴らしさを窺がう事が出来ました。休憩をはさみ後半は、国際ロータリー第 2750

地区（東京・グァム）東京銀座 RC   PG市川伊三夫   様より、「この世で一番大切なこと、

そして一番大切なもの」と題してご講演を頂き、会場は大きな感動に包まれました。 

 

佐々木ガバナーから研修の受講者に修了証書の授与が行われました。そして、中条耕二

パストガバナーの講評では「地区始まって以来の企画でした、ぜひ次年度も開催を検討し

て欲しい」との提案をいただきました。研修に参加いただいたすべての方々に心より感謝

いたします。 

 

懇親会は山本和則ガバナーエレクトの「乾杯」で始まり、親睦を深め、多くの方々が市

川伊三夫先生を囲み挨拶を交わし、楽しい時を共にすごし閉会しました。 
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クラブ紹介  
『奉仕の精神を高く掲げ、誠実さと信頼に基づく  

                                 ロータリーの友情の輪を広げよう』  
新発田ロータリークラブ  

  

   当クラブは、新潟ロータリークラブをスポンサーとして発足し1957年 5月

3日にＲＩの加盟承認を受けました。その後57年の歴史を経て、２年後の60

周年に向け、鈴木佳秀会長のもと、質・量ともに県内一のクラブを目指し、90

名のクラブ会員が以下の精神を持ってクラブの運営に取り組んでおります。  

  

１.	
 国際感覚を大切にしたクラブ運営により、国際的なロータリーの友情の輪を

大切にしよう。  

２.	
 メンバー間の親睦を深めつつ、地域の新しい世代の指導者を結集することで

ロータリーの友情の輪を広げよう。  

３.	
 ロータリークラブの目的である、奉仕の精神を持って、地域の方々にロータ

リーの友情の輪を伝えよう。  

４.	
 ４つのテストをもって、お互いの生業における公正さ、信頼と友情を深めつ

つ、ロータリーの友情の輪を深めよう。  

５.	
 ロータリーの目的に沿って、ローターアクトのメンバー、米山奨学生や学友

会メンバーを、ロータリーの友情の輪に迎え、平和の意義を共に学ぼう。  

  

具体的な活動内容の一部と致しまして、沼田、加賀、台湾蘆州重陽を友好ク

ラブとし、活発な交流を重ね、留学生の受け入れにも積極的に取り組んでおり

ます。また、“未来の夢計画”にも積極的に協力をしております。例会は毎週月

曜日12：30より当会メンバーの「志まや」で行っております。ビジターの皆

様もお気軽にお尋ねいただき、友情の輪を広げていただければと思います。  

  

写真は、8月4日に盛大に行われた、新発田市内3ロータリークラブ（新発田・

新発田城南・新発田中央）と新発田ローターアクトクラブによる夜間納涼例会

です。  
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新入会員報告その１  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

  

  

  

クラブ名：新潟ロータリークラブ 

氏      名：村松   敦          

職業分類：通信事業 

スポンサー氏名：熊高   信治 

 

クラブ名：新潟ロータリークラブ 

氏      名：千田   英継                

職業分類：中央銀行（日本銀行） 

スポンサー氏名：若杉   武 

 

クラブ名：田上あじさいロータリークラブ 

氏      名：山﨑   敏企          

職業分類：空調設備・店舗デザイン 

スポンサー氏名：藤田   哲二 

 

クラブ名：村上ロータリークラブ 

氏      名：阿部   雅和 

職業分類：電力供給業 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：直江津ロータリークラブ 

氏      名：奥村   桂三 

職業分類：電気業 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：糸魚川ロータリークラブ 

氏      名：小野垣   研一 

職業分類：損害保険 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：糸魚川ロータリークラブ 

氏      名：山岸   実 

職業分類：空調設備業 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：三条北ロータリークラブ 

氏      名：松山   浩仁  

職業分類：金属スクラップリサイクル業 

スポンサー氏名：中條   耕二 

 

クラブ名：柏崎ロータリークラブ 

氏      名：田中   晃久 

職業分類：電気工事 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：柏崎ロータリークラブ 

氏      名：渡辺   真木男 

職業分類：配電工事 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：長岡ロータリークラブ 

氏      名：土田   和弘 

職業分類：私学（（学）中越学園） 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：佐渡ロータリークラブ 

氏      名：大塚   弘之 

職業分類：都市ガス供給 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：三条東ロータリークラブ 

氏      名：杉本   洋子 

職業分類：飲食業 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：直江津ロータリークラブ 

氏      名：岩嶋   晴高 

職業分類：信用金庫（上越信用金庫） 

スポンサー氏名： 
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新入会員報告その２  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

  

  

  

  

  

  

クラブ名：新潟東ロータリークラブ 

氏      名：小池   吉博          

職業分類：建築 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：新潟東ロータリークラブ 

氏      名：村山   栄一                

職業分類：リース業 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：新潟東ロータリークラブ 

氏      名：箱田   元紀          

職業分類：ホームページ作成 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：新潟北ロータリークラブ 

氏      名：今井   昭文 

職業分類：ホテル・レストラン 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：新潟北ロータリークラブ 

氏      名：金田   健宏 

職業分類：不動産業 

スポンサー氏名： 

 

クラブ名：佐渡南ロータリークラブ 

氏      名：藤田   義幸 

職業分類：ホテル 

スポンサー氏名：小浜   秋晴 

 

クラブ名：新潟東ロータリークラブ 

氏      名：野澤   修 

職業分類：不動産賃貸業 

スポンサー氏名： 
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佐々木年度ロータリークラブ事務局一覧  
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 文   庫   通   信（324号）	
 	
 

    	
 
   「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年	
 
  に創立された皆様の資料室です。	
 
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備	
 
   し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、	
 
  文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承りま	
 
   す。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。	
 
   クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、	
 
  ご活用願います。   以下資料のご紹介を致します。	
 
	
 
	
 

地区大会講演   他	
 
	
 
	
 
 ◎「８０歳エベレスト登頂～希望の奇跡」   三浦雄一郎   2014   8p	
 
     （第42回ロータリー研究会報告書）	
 
 ◎「世界遺産としての富士山」   井上輝夫   2014   3p	
 
     （米山梅吉記念館館報）                           	
 
 ◎「違うことはいいことだ」   大宅映子   2014   4p   （D.2580地区大会の記録） 	
 
 ◎「ピンチをチャンスに！」   東国原英夫   [2014］   11p	
 
     （D.2790地区大会記録誌）	
 
 ◎「グローバル時代の企業経営」   張 富士夫   2014   4p	
 
       （D.2760地区大会記録誌））	
 
 ◎「『お金の世界』から『いのちの世界へ』」   菅野典雄   2014   16p	
 
       （D.2510地区大会記録誌）          	
 
 ◎「『顔が赤くなる人は酒を飲むな』って･･･！？」   岡村 健   2014   5p	
 
       （福岡南RC月報）	
 
 ◎「人間はいつ歳をとるのか」   牧田静二   1998   2p       （月曜短信）	
 
	
 
 ◎「天皇・皇后両陛下にお仕えして」  羽毛田信吾   2014   4p	
 
         （D.2600下伊那グループIM＆会員セミナー報告書）    	
 
 	
 
                                                              ［上記申込先：ロータリー文庫]	
 
	
 

	
 ロータリー文庫	
 	
 

〒105−0011東京都港区芝公園 2-6-15黒龍芝公園ビル 3階	
 
      TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506            http://www.rotary-bunko.gr.jp	
 

開館＝午前 10時～午後 5時      休館＝土・日・祝祭日	
 

  

  

＜ロータリー文庫よりお願い＞  

書籍入手のお問い合わせ、コピーサービスお申し込みは、ロータリー会員のみ

に限ります。  

コピーサービスの申込は、ホームページまたは FＡＸでお願いします。  

FAX 番号：03(3459)7506     

なお、お申し込みの際は書名・著者名の他に分類番号を御記入ください。  
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７月末会員数および出席報告  
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